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１ 目指す子どもの姿 
 子どもたちは，確実に答えのあるものについては自信をもって挙手・発言する姿が見られる。しかし，自分の考
えの発表となると，自信をもてずに発言することを恥ずかしがる傾向があった。これまで国語やその他の教科で，
討論やスピーチの機会をもったり，話合いのスキルを学習したりすることにより，自分の思いや考えを表現するこ
とに対する抵抗感は少なくなってきた。また，話合いは司会を中心に意見の交流をすることができるようになって
きた。しかし，互いの考えを伝え合うことにより，さらに自分の考えを深めるというところまでは至っていない。 
そこで，対話を取り入れた授業づくりを進めることで，互いの考えを伝え合いながら学び合うことが楽しいと感

じ，対話が自分の考えの変容につながる学び合いの姿を期待して実践に取り組んだ。 
 
２ 実践の概要 
（１）単元名 
 「この絵，私はこう見る」（全６時間） 
 
（２）単元の目標 
 ○ 絵や芸術作品から感じたことについて書くことを決め，事実と感想・意見などを区別して事柄を整理して書

くことができる。 
 ○ 絵や芸術作品を伝える文章の見方・感じ方のよさ，文章表現の良い点，改善点に着目して話し合うことがで

きる。 
 
（３）単元の構想 
  本単元では，絵画を見て感じたことの中から書くことを決め，絵から読み取ったことや感じたことを文章に書
く単元である。提示された観点を基に絵画を見て，自分が絵画のどの点に何を感じ，どのように意味づけたのか
自らの感じ方やものの見方を文章で表現することを求めている。自分の感じ方やものの見方を友達と発表し合い，
自分では思いつかなかった感じ方や見方を知ることで，自分の作品に対する見方を広げることができる。そして，
広がった自分の考えを自分なりに整理することで作品に対する自分の考えを深めることができると考えられる。
そこで，友達と相互交流しながら表現を工夫して文章に書き表すことができるように以下の手立てを講じた。 

  
 ①自分の考えや意見を形成するための付せん紙の活用 
  絵をよく観察し，提示された観点について読み取ったことや感じたことを各自付せん紙に記入する。そして，
「どうして～なんだろう」という問いを立て，その答えを予想する学習を行う。この時間をしっかり設定するこ
とで，自分の考えを明確にし，自信をもって意見を言うことができると考えられる。それを聞く児童も付せんと
発表の両方で友達の意見を理解することができ，話合いの手掛かりになると考えられる。 

 
 ②意見を整理するためのホワイトボードの活用 
  単元を通し，友達の意見や自分の意見を整理する場を設定する。その際，ホワイトボードを活用することとす
る。読み取ったことや感じたことを書いた付せんをホワイトボードにはり，自分では気付かなかった点から絵画
に対する自分の見方を広げることを期待する。その後，立てた問いについて自分の考えを発表し，友達と意見交
換しながらその解釈をホワイトボードにまとめていく。ホワイトボードを活用することで，自分や友達の共通点
や相違点が目に見えて分かり，作品に対する自分の考えを整理したり，考えを深めたりする手がかりになると考
えられる。また，文章を記述する際，ホワイトボードにまとめた内容を振り返りながら書くことで，伝えたいこ
とを効果的に表現する手立てになると考えられる。 

 
 ③話し合いを振り返り，考えの変容を自覚する時間の設定 
  これまで，国語の授業だけでなく，他教科の学習においても友達との対話を取り入れ，その後に振り返る時間
を取った。グループでの対話を通して，以前にはなかった新たな考えや情報が獲得されたことを自分で認識でき
るようになってきている。本単元においても友達の意見を聞いて，新しく知ったこと，見方が広がったことや深
まったこと，考えが変容したことを振り返る時間を設定し，自分が学んだことを自覚できるようにしていく。 



今日は，いつもよりもたくさんの疑問が出た中，私の

意見が変わったのは，「どうして一人だけ女の人がいる

のか」という疑問だった。私は，最初はお母さんだと思

っていたけれど，みんなで話し合って女のお弟子さんだ

という答えにまとまった。私も納得して考えが変わっ

た。みんなで話し合って分からなかった疑問が解けてう

れしかった。 
 
伝える文章を書いたとき，みんなが私の文章を読んで

くれ，たくさんアドバイスを見つけてくれました。なる

ほどと納得したし，書き直した文章を○○さんが「前よ

りずっとうまく書けているね。」と言ってくれて「よか

ったぁ！」と思いました。 
子どもの振り返りカードより一部抜粋 

（４）授業の実際（４／６時間） 
 ①自分の考えや意見をもつ（自己内対話） 
  子ども一人一人付せん紙の色を変え，見ただけで誰の考えな
のか分かるようにした。自分の付せんという意識をもち，自分
の考えをたくさん書こうと頑張る様子が見られた。 
また，付せんに書く時間を十分に確保したことで，疑問もた

くさん生まれた。疑問については，まず自分で答えを予想して
付せんに記入する姿が見られた。自分の考えをしっかりともっ
て話合いに臨むことができた。 

 
 ②互いの考えを交流し合い，考えを深める（グループ対話） 
  ホワイトボードを真ん中にし，書いた付せんをはっていった。グルー
プで付せんを分類しながら，自分と友達の着目点の同じ点や異なる点が
目に見えて分かり，自分にはない見方をしている友達の意見を聞いて絵
に対する見方が広がった児童が多かった。 
また疑問点の答えについて自然に話合いが生まれた。友達の意見を聞

き，「そうなのか。」と納得したり「いや，でも自分はやっぱり絵をよく
見るとこう思う。」と自分の考えを深めたりすることができた。 

 
 ③話合いを振り返り，学んだことを自覚する（自己内対話） 
  話合いが終わり，振り返る時間を確保した。自分が疑問に
思った点が友達の付せんにヒントをもらって解決できたり，
話し合いをして自分が思っていなかった意見を聞き，納得で
きたりすることができてうれしかったという振り返りが多か
った。 
また，友達がどんなことに目を向けているのか新しい発見

をして，自分の意見や考えをさらに深めることができた。 
 
（５）成果と課題 
①成果 

○自分の考えを伝えることに抵抗がなくなった 
  自分の考えをしっかりともち，一つのホワイトボードを囲んで友達と意見交換をしたことで，多様な意見を聞
くことができた。一人では解決できない疑問をみんなで話し合って解決することで，話合いを楽しいと感じる児
童が増え，授業での発言も増えた。また友達の考えを聞き，友達のよさを感じることもできた。 
○対話を通して自分の考えの変容に気付いた 

  「自己内対話→グループ対話→自己内対話」という一連の
流れを生かした授業展開をしたことで，２回目の自己内対話
では，自分の意見を考え直すことができるようになった。ま
た，自分の考えが変わったことを自覚し，考えが深まったこ
とに喜びを感じる児童が増えた。 

 ○自分の考えをまとめて「書く力」が伸びた 
  対話を通し，自分なりの問いや解釈がしっかり築かれたこ
とで，「自分の考えを伝える文章を書く力」が伸びた。また，
振り返り３分間で，自分の考えの変容を自覚して書くことが
できるようになった。対話により自分の考えの変容を自覚で
きたことが，「書く力」につながった。 

 
 ②課題 
 ○話合いの視点をしぼり，振り返りを振り返る時間の確保 
  話合いをすることで，様々な方向からの意見交換をすることができ，一人一人の考える幅は広がった。さらに
誰に向けて書くのかというゴールをよりはっきりとさせて，話合いの視点を絞ることで，子どもの話合いに対す
る意欲が高まり，より充実した話合いにすることができたと考える。単元のねらいである「表現力」や「思考力」
を高めるための「対話」であり，そのための授業における「対話の位置付け」を今後も工夫していきたい。 


